人事委員会傍聴者の声その（13）
【2006・2・16】
校長に「苦痛」を強い　「人格的崩れ」を誘う都教委のむごさ
2・16卒業⑧グループ・証人尋問：吉野恒夫・前片倉高校校長／佐々木正文・青梅東高校校長
*「今までの審理でひどい校長は数多く見てきましたが、吉野校長はトップクラスです。報告書の間違いは認めながらも訂正しょうとしない。虚偽の報告書によって処分されている。とんでもないことです。証言も明らかな偽証が見られます。教育から最も遠くにいて欲しい人物に都の教育が左右されてきた。怖いです。佐々木校長は、都教委に逆らえない校長として、平均的な証言でしょう。質問の仕方も歯切れ良く、証言もそれなりに引き出していました。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現役都立高校教員）

*「山梨から参加して被処分者の皆さんが元気に人事委員会審理を戦っているのを久しぶりに見て、むしろ元気をもらった思いだった。私も同じような世代ですが、被処分者の静かな確信に満ちた追及に、証人の校長たちは余りにも情けなかった。でも校長を追いつめているのは都教委であり、校長たちも心の中は色々複雑な思いだろう。割と静かな審理の中に、大きな怒りが盛り上がっていることを感じた。」　　　（佐野公保　山梨教育運動ユニオン）

*「片倉校長の発言は、①多くの他の校長の事実確認と明確に矛盾している所がある。『覚えていない』と連発しているが、『マニュアル。Q＆A』は見たことがない。『校長の降格通達』は説明されたことはない。『実施要綱を作成して都教委へ持っていくこと』は言われたことがない。この3点については、覚えていないではなくて断言である。教頭発言とも矛盾する。『虚偽にあたる』のではないか？都教委による『指導』でなく、校長の独自判断をと強調しようとするあまり客観的事実まで否定してしまったのではないか。②生徒・保護者の要望に誠実な回答をしていない。『開かれた学校』『生徒・保護者の要望を大切にする学校づくり』の都、文科省の方針にも反している。③校内委員会の校長交渉がきちんとされていることの大切さを痛感した。青梅東校長は、片倉の校長とは違って、現在の校長
の『子供と教育を大切にする』標準的な方と受けとめた。こういう校長に『苦痛』を強い、『人格的崩れ』を誘いかねない都教委の方針のむごさと非教育性を改めて感じた。人間的共感を大切にしながら、こういう回答を導いた『尋問』は大切だなと感じた。」　　（小島昌夫　元都高教教文部長）

*「傍聴する度に、東京の学校現場がここまで来ていることに驚きます。（1986年定年退職）中でもK先生の追求によってわかった片倉校長の正体、是非本訴で責任を問いたいものです。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北村小夜　元教員）

＜ヒゲメモ＞
*本日の人事委員会審理の後半、黒のスーツを身に着けた恰幅の良い2名の傍聴者が現れた。2・11に「美しい日本人の心を育成」をスローガンとする、「全日本教職員連盟」（全日教連）
に東京都教育研究連盟が加入し結成集会が開かれた。当日、都教育委員の米長氏が講演し、「従軍慰安婦や南京大虐殺はでっち上げ。間違った歴史教育のために父母や祖父母を尊敬できない気持ちが生まれ、日本の若者がだめになった」などと話したことが報道されています。教育委員という重責のある立場の米長氏が歴史的事実を「でっちあげ」と公言されたことに、呆れるとともに、先の天皇園遊会の場で「私の仕事は日本中の学校に日の丸を掲げ、君が代を歌わせること」ですと公言し、天皇自身から「強制はいかがなものか」との問答を思い出す。又、南京虐殺事件の「100人斬り」は事実ではない、「でっち上げ」だと、右派により訴えられた「本田勝一名誉毀損」事件で地裁では勝訴したが、右派は控訴し、この2・22（水）14・00より高裁808法廷で開かれる。先の地裁では右派が組織動員をかけて右派の方の傍聴者が多いと聞いている。私たちの人事委員会、これからの裁判でも、右派の動員が予想される。本日の2名がその前ぶりと警戒し、だからこそこれからも傍聴支援を呼びかけることが必要です。気持ちをあらたに。

（傍聴者20名。心から感謝しています。　被処分者の会・星野）



